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【コミュニティ回収支援事業 

（よど★エコ回収）について】 

・コミュニティ回収は、環境資源の有効利用

にとって重要な取り組みなので、最終的には

区内全地域で実施するというビジョンを

もって予算措置等継続して取り組んでほし

い。 

→ 28 年度予算では積算上は 5 地域を想定している

が、それ以上に取り組みを希望する地域があれば前向

きに対応していきたい。また、将来的には取り組みが

区内全域に広がるよう平成 29 年度以降も継続実施し

てまいりたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）もと淀川区役所跡地の検討状況 

 もと区役所跡地について、新たな図書館の

整備を中心とした活用を検討しています。第

3 回区政会議での報告以降の検討状況と、今

後想定される動きについて報告しました。 

 

（委員の意見・質問と区役所の回答） 

・新図書館には、図書館機能にプラスして、

歴史や文化を知ることができるスペースや

機能を検討してほしい。 

→ 地域図書館の使命のひとつでもあると思われるの

で、それも含めて図書館機能を検討していきたい。 

 

（５）保育所をとりまく現状と課題 

 保育ニーズの地域偏在、年齢枠のミスマッ

チといった、淀川区の保育所をめぐる現状と

課題について報告を行いました。 

（委員の意見・質問と区役所の回答） 

・兄弟姉妹が別の保育所・こども園に入って

しまうと保護者の負担が大きい。点数制なの

は分かるが、親が仕事を続けていくために

も、できるだけ同じ施設に入れてあげてほし

い。 

→ 兄弟姉妹については、できるだけ同じ施設に入所で

きるように対応したいと考えているが、点数制であり、

また、淀川区は大変申込者数も多く、別々になってし

まう場合がある。他区でも生じている問題であり、こ

ども青少年局にも意見は届いている。局とともに検討

していきたい。 

 

（６）淀川区 LGBT支援事業 

 平成 26 年度から、淀川区で全国の行政機

関に先駆けて実施してきた LGBT支援事業に

ついて、これまでの取り組みと成果を紹介し

ました。また、これまでの軌跡をまとめた動

画の上映も行いました。 

  

 

 

   

 

 

 

今回ご紹介した以外にも、数多くの貴重な

ご意見をいただきました。 

今年度も引き続き、区政会議委員のみなさ

まからいただいた区政へのご意見・評価を基

に区政運営に努めてまいります。 

区政会議の配付資料・議事録・議事要旨は、

淀川区ホームページに掲載していますので、

ぜひご覧ください。 
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http://www.city.osaka.lg.jp/yodogawa/page/0000135974.html

